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研究課題の概要

　本研究は、地震国トルコにおいてゲブゼ工科大学のMARTEST※と連携し、北アナトリア断層に関わる

地震リスクが高まる中で被害軽減のための耐震化技術の開発と普及に大きく貢献するものである。この

MARTESTにおいて新技術の開発、既存技術の試験・評価を行い、技術の普及を行うことでトルコや近

隣諸国の災害に強い耐震都市の形成に大きく貢献することを目的としている。また、地震モニタリング研

究、地震津波発生シナリオ研究ならびにDXを用いた減災教育システム開発を行うことでハード、ソフト両

面から災害に強い社会構築を目指す。具体的には日本からの構造実験による耐震工学の技術供与によ

り、トルコの耐震工学のレベルアップを図るとともに、MARTESTを通じて、その知見のトルコおよび周辺国へ

の普及・教育活動を行う。また、先進的な観測システムならびにシミュレーションによる地震津波の被害軽

減システムを提案する。

※Marmara Earthquake and Structural Engineering Test Center（マルマラ地震工学試験センター）

防災分野

研究領域

「持続可能な社会を支える防災・減災に関する研究」

5年間

研究課題名
災害に強い社会を発展させるためのトルコにおける研

究と教育の複合体の確立－マルテスト

貢献

する

主な

SDGs


